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風
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第
二
の
時
代

″視
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″
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創
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株
式
会
社
ア
マ
ゾ
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ナ
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大
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フ
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デ
ュ
ー
サ
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目
牢
余
下
葛
軋

つ
と

　
　
【特
集
鼎
談
】

山
口
義
行

×
天
野
祐

一
郎

×
坂
本
篤
彦

【イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

・
人
が
輝
き
、
地
域
が
輝
く
。
】

智
頭
石
油
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
米
井
哲
郎
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中
小
企
業
が
直
面
す
る

２
０
１
７
年
問
題

「事
業
承
継
」に
い
か
に
取
り
組
む
べ
き
か

顧
客
感
度
を
高
め
カ
ー
ラ
イ
フ
を
ワ
ン
ス
ト
ツ
プ
化

社
員
と
と
も
に
グ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
ヘ

【さ
ん
い
ん
Ｊ
Ｉ
Ｕ
人
】

自
然
の
力
を
活
か
し
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っ
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づ
く
り
を

安
藤
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築
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藤
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あめ たき

「雨滝」
/鳥取県鳥取市

鳥取市内から車で約40分、扇ノ山から流れ出す袋川

の上流にある雨滝は、幅4メートル、高さ40メ ートルと

いう鳥取県有数の名瀑。平成2年には「日本の滝百選」

に選定された。

古来より霊場として善男善女の修業の場、お遍路さ

んの信仰の場として知られていた。

周囲はトチ、ブナなどの原生林に包まれ、神秘的な

雰囲気を残す。中国自然歩道、山陰海岸ジオパークの

扇ノ山エリアに属し、一帯には、大小48もの滝が存在

するなど、美しい自然を楽しむことができる。
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インタビュー

顧
客
感
度
を
高
め
カ
ー
ラ
イ
フ
を
ワ
ン
ス
ト
ツ
プ
化

社
員
と
と
も
に
グ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
ヘ

|ヰ

鳥
取
市
と
若
桜
町
、
智
頭
町
で
七
カ
所
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
と
、
鳥
取
県
、
島
根

県
で
九
カ
所
の
営
業
所
を
経
営
す
る
智
頭
石
油
株
式
会
社
。
人
口
減
少
、
エ
コ
推
進
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の

「石
油
離
れ
」
な
ど

「右
肩
上
が
り
の
も
の
は
ひ
と
つ
も
な
い
」
と
い

わ
れ
る
石
油
販
売
業
界
に
あ
っ
て
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
四
〇
台
に
よ
る
本
格
的
な
石
油

配
送
サ
ー
ビ
ス
、
独
自
の
レ
ン
タ
カ
ー
事
業
や
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
観
光
と
の
連

携
、
三
四
時
間
体
制
の
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
カ
ー
ラ
イ
フ
を
ワ
ン
ス
ト
ツ
プ
で
カ

バ
ー
す
る
画
期
的
な
複
合
経
営
で
業
界
を
リ
ー
ド
す
る
。
時
代
の
先
を
行
く
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
経
営
と
は
ど
ん
な
も
の
か
、
米
井
社
長
に
話
を
聞
い
た
。

鳥
取
県
東
部
の
山
間
に
ひ
ら
け
た
智
頭
町
。
か

つ
て
は
畿
内
と
因
幡
を
結
ぶ
道
筋

の
宿
場
町
と

し
て
栄
え
た
歴
史
を
持
ち
、
今
で
も
そ
の
面
影
が

残
る
。
町
域

の
九
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
山
林
が
占

め
、
智
頭
石
油
を
経
営
す
る
米
井
家
は
代
々
こ
の

町
で
山
林
経
営
を
生
業
と
し
て
き
た
。
米
井
哲
郎

社
長
の
祖
父
に
あ
た
る
信
次
郎
氏
は

「智
頭
の
緑

化
は
伊
達
で
は
な
い
ぞ
、
千
高
植
え
て
生
き
抜
こ

う
」
と
碑
文
を
刻
む
杉
神
社
を
、
私
財
を
投
じ
て

建
立
し
、
町
民
に
山
と
共
に
生
き
て
い
く
と
い
う

気
構
え
を
知
ら
し
め
た
。
し
か
し

一
万
四
〇
〇
〇

人
あ

っ
た
人
口
も
年
々
減
少
し
、
林
業
も
採
算
が

と
れ
な
く
な

っ
て
い
く
。
昭
和
三
七
年
、
父
六
郎

氏
が
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
時
代
の
到
来
を
予

見
し

「杉
の
苗
畑
」
だ

っ
た
土
地
に
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
を
建
設
し
た
の
が
智
頭
石
油
の
ル
ー
ツ

と
な

っ
た
。

昭
和

の
高
度
経
済
成
長
期
、
好
景
気

の
波
は

智
頭
の
山
間
に
も
及
び
、
石
油
販
売
は
順
調
に

伸
び
昭
和
四
六
年
に
は
鳥
取
市

へ
の
進
出
を
果

た
し
た
。

お
よ
そ
三
〇
年
経
営
に
就
い
て
い
た
父
の
後
を

継
い
で
哲
郎
氏
が
社
長
と
な

っ
た
の
が
平
成
四
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年
。
ま
だ
地
方
の
景
気
も
良
く
、
石
油
小
売
り
以

外
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
、
車
検
整
備
事
業
、
飯
金
塗

装
、
自
動
車
販
売
業
な
ど
事
業
を
次
々
と
拡
大
し

て
い
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
は
景
気
の
減
速
、
地

球
規
模
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
石
油
小
売
り
の

自
由
化
や
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
方
式
の
普
及
に
よ
る

安
売
り
競
争
等
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
経
営
に
は

き
び
し
い
状
況
と
な
り
廃
業
す
る
同
業
者
も
多
く

な
っ
た
。
智
頭
石
油
も
苦
し
い
経
営
が
続
い
た
と

い
テつ
。

「か
つ
て
は
山
の
時
代
、
石
油
の
時
代
が
あ

っ
て

経
営
が
成
り
立

っ
て
い
た
が
、
今
は
ど
ち
ら
も
き

び
し
い
。
山
は
す

べ
て
の
仕
事
が
赤
字
に
な
る
。

補
助
金
が
支
え
と
な
っ
て
か
ろ
う
じ
て
保
て
る
状

況
。
エ
コ
カ
ー
が
増
え
、
ガ
ソ
リ
ン
等
の
使
用
量

そ
の
も
の
が
減
る
傾
向
に
あ
る
し
、
人
口
減
少
で

車
の
台
数
そ
の
も
の
も
減
る
な
ど
、
い
い
こ
と
は

ひ
と
つ
も
な
い
」
と
米
井
社
長
は
言
う
。

し
か
し
本
業
は
崩
せ
な
い
。
そ
こ
で

「燃
料
供

給
を
軸
に
、
地
域
の
人
々
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

開
発
し
、
提
供
す
る
こ
と
」
を
掲
げ
、
事
業
を
展

開
す
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
の

ワ
ン
ス
ト
ツ
プ
サ
ー
ビ
ス
を

実
現

平
成

一
三
年
か
ら
始
め
た
飯
金
塗
装
は
ス
タ
ン

ド
に
立
ち
寄

っ
た
お
客
様
か
ら

「ク
ル
マ
に
詳
し

く
な
い
か
ら
、
整
備
工
場
は
敷
居
が
高
い
」
と
い

う
声
を
聞
い
た
こ
と
が
発
端
だ
。
「ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
な
ら
気
軽
に
頼
ん
で
く
れ
る
」
と
、
自
社
で

飯
金
塗
装
が
で
き
る
体
制
を
整
え
た
。
ま
た
新
車
・

中
古
車
の
販
売
も
顧
客
の
声
に
応
え
る
こ
と
か
ら

始
ま

っ
た
事
業
だ
。
近
年
始
め
た
カ
ー
リ
ー
ス
事

業
も

「車
検
代
や
自
動
車
税
が
大
変
」
と
い
う
声
か

ら
、
車
を
購
入
す
る
よ
り
安
く
定
額
で
維
持
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
他
に
も
自
動
車
保
険
、

生
命
保
険
、
車
検
・整
備
、
車
の
買
い
取
り
、
包
装

資
材
な
ど
プ
ラ
ス
チ
ツ
ク
加
工
製
品
の
販
売
、
プ

「キ
ャ
ル
レ
ン
タ
カ
ー
」
を

全
国
展
開

智
頭
石
油
が
も
う

一
方
の
柱
と
位
置
付
け
る
の

が
、
独
自
で
行
う

「キ
ャ
ル
レ
ン
タ
カ
ー
＆
リ
ー

ス
事
業
」
と

「Ｅ
Ｖ
カ
ー
シ
エ
ア
リ
ン
グ
事
業
」

だ
。
こ
れ
か
ら
は
、
車
は
所
有
す
る
時
代
か
ら
利

用
す
る
時
代

へ
と
変
化
し
て
い
く
と
い
う
考
え
の

も
と
、
中
古
車
販
売
事
業
で
培

っ
た
経
験
で
程
度

の
良
い
中
古
車
を
選
ん
で
購
入
し
、
自
社
工
場
で

整
備
し
た
も
の
を
既
存
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で

ガ
ソ
リ
ン
販
売
に
頼
ら
ず

き
め
こ
ま
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

ロ
パ
ン
ガ
ス
販
売
、
住
宅
設
備
な
ど
幅
広
く
取
り

扱
う
。
い
ず
れ
も
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
も
の

ば
か
り
だ
と
い
う
。

「
こ
う
し
た
石
油
販
売
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
は

一
〇

種
あ
ま
り
、
ど
れ
も
燃
料
、
車
を
軸
に
し
て
お
り
、

す
べ
て
が
同
系
列
で
す
。
車
に
ま
つ
わ
る
サ
ー
ビ

ス
を
幅
広
く
提
供
す
る
こ
と
で
、
智
頭
石
油
を
フ

ル
活
用
す
れ
ば
カ
ー
ラ
イ
フ
が
快
適
に
な
る
。
ワ

ン
ス
ト
ツ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
を
つ
く
っ
て
い
ま

す
。
し
か
も
す
べ
て
既
存
の
店
舗
を
活
用
し
て
い

る
」
と
言
い
、
持
ち
出
し
は
最
小
限
に
し
て
、
メ

リ
ッ
ト
を
ユ
ー
ザ
ー
と
共
有
す
る
と
い
う
哲
学
が

貫
か
れ
て
い
る
。

レ
ン
タ
カ
ー
と
し
て
貸
し
出
す
。
業
務
に
必
要
な

人
員
や
事
務
所
も
ス
タ
ン
ド
と
兼
務
で
ロ
ー
コ
ス

ト
化
を
図
り
、
大
手
レ
ン
タ
カ
ー
会
社
の
お
よ
そ

半
額
、　
ご

一時
間
二
五
〇
〇
円
か
ら
と
い
う
価
格

設
定
に
成
功
し
、
利
用
数
を
伸
ば
し
て
い
る
。
平

成
二

一
年
の
ス
タ
ー
ト
時
に
は
五
台
だ

っ
た
車
両

数
は
、
現
在

一
〇
〇
台
に
ま
で
拡
大
し
た
。
山
陰

地
区
で
は
約
二
〇
店
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
展

開
し
て
お
り
、
行
政
と
の
連
携
に
よ
り
電
気
自
動

車
や
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ツ
ド
車
な
ど
も
ラ
イ

ン
ア
ツ
プ
す
る
。

BP San■ n2団 7國 N030
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熱

米
井
社
長
自
ら
が
主
字
す
る

「Ｃ
Ａ
Ｌ

（カ
ー
ラ

イ

フ
）
研
究
会
」

に
は
石
油
元
売
り
の
垣
根
を
越

え
た
全
国

一
〇
〇
社
が
参
加
。
給
油
以
外

の
売
り

上
げ
増
を
目
標
に
、
「キ
ャ
ル
レ
ン
タ
カ
ー
」

の
ノ

ウ

ハ
ウ
や
、
石
油
小
売
業
者

の
生
き
残
り
策
、
新

事
業
導
入
な
ど
の
勉
強
会
を
定
期
的
に
行
う
。

ま
た
、
市
部
を
中
心
に
、
生
活
に
近
い
場
所

で
マ

イ
カ
ー
を
持
た
な
く
て
も
気
軽
に
車
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
と
、
平
成
二
五
年
か
ら

「Ｅ
Ｖ
カ
ー
シ

ェ

ア
リ
ン
グ
事
業
」

に
も
取
り
組
む
。
店
舗

で
貸
し

出
す
レ
ン
タ
カ
ー
に
比
べ
、
カ
ー
シ

ェ
ア
リ
ン
グ

は
公
共
の
場
所
や
店
舗
、

マ
ン
シ

ョ
ン
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
場
所
に
設
置
す
る
こ
と
が

で
き
、

二
四
時

間
い
つ
で
も
利
用

・
返
却
が
で
き
る
。
会
員
制

で
、

予
約
は
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
行

い
、
ド
ア
の
開

閉
は
カ
ー
ド

一
枚

で
操
作

で
き
る
仕
組

み
。
Ｂ
Ｍ

Ｗ
ｉ
３
ほ
か
最
新
の
Ｅ
Ｖ

（電
気
自
動
車
）
を
そ
ろ

え
、
環
境
に
配
慮
し
た
ス
マ
ー
ト
感
を
演
出
す
る
。

智
頭
町
や
鹿
野
町
、
鳥
取
市

で
は
電
気
駆
動

の

超

小
型

モ
ビ
リ

テ

ィ
を
観
光
客

の
足
と
し

て
利

用
し

「森
カ

フ
ェ
め
ぐ
り
」
「城
下
町
め
ぐ
り
」
な

ど

の
プ

ラ
ン
づ

く
り
と
車

両
貸

し
出
し
も
行

っ

て
い
る
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の

回
―
ド
サ
ー
ビ
ス
事
業

石
油
小
売
り
で
も
智
頭
石
油

で
は
独
自

の
戦
略

を
と
る
。
鳥
取

・
米
子

・
安
来

・
出
雲
に
デ
リ
バ

リ
ー
セ
ン
タ
ー
を
置
き
、
四
〇
台

の
タ
ン
ク

ロ
ー

リ
ー
で
鳥
取
、
島
根
両
県
と
兵
庫
県
や
岡
山
県
の

一

部
に
、
工
事
現
場
の
建
設
機
械
や
、
ホ
テ
ル

・
病
院

等
施
設
の
ポ
イ
ラ
ー
な
ど
の
燃
料
配
送
を
行
う
。
そ

の
規
模
、
範
囲
、
対
応
力
は
西
日
本
最
大
と
自
信
を

持
つ
。

ま
た

一
昨
年
か
ら
は
山
林
資
源
を

活
か
す
た
め

「バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
」
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

と
　
　
伐
採
し
た
木
材
か
ら
薪
や
チ
ツ
プ
を

対
　
　
つ
く
っ
て
販
売
し
、そ
れ
を
燃
料
と
す

伸
蝸
　
る
ポ
イ
ラ
ー
や
薪
ス
ト
ー
ブ
も
合
わ

錮
諏
　
ル
ー
ム
と
な
る
の
が
智
頭
町
に
あ
る

古
民
家

「山
幸
／
森
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
か
ろ
り
」
で
、
現
在

は
移
住
者
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
て
い
る
。

多
彩

な
事
業

を
展
開
す

る
智

頭

石
油

に

あ

っ
て
、

も

っ
と
も
呉
彩
を
放

つ
の

が

「
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ

ス
事

業
」
だ
。

「
ス
タ

ン
ド
は
石
油
を
売

る
だ

け

で
は
な

い
。
顧
客

の
カ
ー

ラ
イ

フ
を

二
四
時

間
、
三
六
五
日
支
え
た

い
」

と
の
思
い
を
事
業
化
し
た
。

レ
ッ
カ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
燃
料

切
れ
、

パ

ン
ク
、

バ

ツ
テ

リ
ー
不
良

な
ど

の
応
急

対

応
サ
ー
ビ

ス
に

い

つ
で
も

電
話

一
本

で
ス
タ

ツ
フ
が

出
動
す
る
。
保
険
会
社
に
対

し

て
も
連
絡
や
交
渉
を
行

い
、
土
地
勘

の
あ
る
ス
タ

ッ

フ
が
実
務
処
理
を
担
当
。
す

べ
て
を
当
社

へ
の
電
話

一

本
だ
け

で
処
理

で
き

る

の

が
強
み
だ
と
い
う
。
事
故
や

故
障

で
車

が
使

え
な

い
と

き
は
自
社

の
レ

ン
タ
カ
ー

を

持

っ
て
駆

け

付

け

る
。

飯
金
塗
装

も
自
社

工
場

で

t   e 言ヾ
|■ :

ヽ
）

イ f

軍
―
耳

一ヒ

．

亀。蒟勺

柴＼

ぼ

ロードサービスのすいよ、鳥Httgl山 店

2017ι_IN030 BPSan n



対
応
で
き
る
な
ど
万
全
の
体
制
を
と
る
。
車
の
ト

ラ
ブ
ル
発
生
時
な
ど
困
っ
た
と
き
の
セ
ー
フ
テ
イ

ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
も
あ
り
、
地
域
貢
献
と
し

て
も
そ
の
存
在
意
義
は
大
き
く
、
利
用
者
の
安
心
、

信
頼
を
獲
得
し
て
い
る
。

会
社
づ
く
り
の
目
標
は

「グ
ッ
ド
カ
ン
パ
二
十
」

米
井
社
長
は
、
顧
客
に
心
か
ら
満
足
し
て
も
ら
え

る
会
社
、
社
員
が
働
い
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
会
社

「グ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
」
を
目
標
と
し
て
い
る
。

「良
い
会
社
だ

っ
た
、
良
い
仲
間
だ

っ
た
。
良
い

人
生
を
送
れ
た
と
思
え
る
、
そ
ん
な
会
社
を
共
に

創
り
上
げ
る
こ
と
が
大
切
」
と
い
う
。

そ
れ
に
向
け
て
米
井
社
長
は

「タ
テ
軸
」
と

「ヨ

コ
軸
」
を
伸
ば
す
こ
と
が
必
要
だ
と
話
す
。
タ
テ

軸
と
は
仕
事
の
技
能
で
あ
り
、　
一
人

一
人
が
マ
ル

チ
に
対
応
で
き
る
多
能
化
を
図
る
こ
と
。
ヨ
コ
軸

と
は
顧
客

へ
の
対
応
力
で
あ
り
、
社
員
が

「顧
客

感
度
」
を
最
大
限
に
高
め
、
顧
客
の
声
な
き
声
を

聞
き
出
せ
る
よ
う
、
自
分
で
考
え
る
力
を
養
う
と

い
う
も
の
だ
。

社
内
に
若
手
推
進
会
を
設
置
し
、
密
度
の
高
い

社
員
教
育
を
施
す
ほ
か
、
各
店
舗
を
舞
台
に
ロ
ー

ル
プ

レ
イ
ン
グ
形
式

で
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行

巾
　

い
、
接
客
や
対
面
販
売
、
各
種
整
備
技
術
等
の
ス

諏
　

キ
ル
ア
ツ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

渤
　
　
石
油
を
売
る
だ
け
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
か

叫
　
ら
、
カ
ー
ラ
イ
フ
の
す
べ
て
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス

ル
　

を
提
供
す
る
場

へ
。
顧
客
の
声
や
期
待
に
応
え
続

・オ
　

け
て
き
た
結
果
、
給
油
以
外
に

一
〇
種
あ
ま
り
も

承
　
　
の
事
業
を
手
掛
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。
現
在
、
売

”
　

り
上
げ
の
半
分
以
上
が
給
油
以
外
の
事
業
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
。

平
成
二
三
年
に

「中
国
地
域

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

大
賞
」

「鳥
取
県
経
営
革
新
計
画
大
賞
グ
ラ
ン
プ

り
」
を
、
平
成
二
七
年
に
は

経
産
省

「が
ん
ば
る
中
小
企

業
」
を
受
賞
す
る
な
ど
、
米

井
社
長
の
手
腕
に
は
高

い

評
価
と
注
目
が
集
ま
る
。
国

際
情
勢
や
国
の
施
策
、
環
境

問
題
等
に
影
響
を
受
け
ざ

る
を
得
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
企
業

の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
ア

イ
デ

ア
と
方
法
論
を
業
界

に
持
ち
込
む
の
か
、
そ
の
手

腕
に
期
待
し
た
い
。

智頭石油株式会社

所在地/鳥取県八頭郡智頭町智頭640番 地 ]

代表者/代表取締役社長 米井 哲郎
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